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I.　葉酸お よび その誘導体の定 量は， 主として比濁法

による微生物定量 が行なわれてい るのみで， ほかに優れ

た方法がない。そこで， 操作が比較的 簡便で， かつ多数

の標品を同時 に測定し うる寒天平板 拡散法を本 ビタミン

に適用 するこ とを企図し√葉酸定 量法の簡易化 をはかる

と共に定量範 囲の拡張お よび精度 を高めるための基 礎的

実験を 行なった。

2.   供試菌株Streptococcus  faecalis RATCC  8043を

検定菌 とし ，ニ ッサ ン製葉酸定 量用培地 を供試し て， 各

種濃度の葉酸標準液について接種菌 量と生成発育円 との

関係を観察する と共に数理的に取扱 った。 なお，発育帯

を明 瞭ならし めるた め，私共の考案に よ るDPI 法も併

せ実施した。

3. 田 カップ法の実施 を不能ならし める最大 の因子は

発育 円の不明瞭である。 この点，葉酸におい ては明瞭で

あ るが， ただ検定 菌の培養学的 性格からその発育帯は非

薄な菌苔 となる。接 種菌 量0.25  (吸光度), 培養時間30°

C16 時 間で10m に

十β の直線関 係が成 立し, その最大誤差値も15% 程度(危

険率1%)- で，一応こ の範 囲の定 量が可能である。(2)上

記の標準法に ＤＰＩ 法を応用する と， 発育 円り 測定 が容

易 とな り, 多数 の平板処理には好 都合 となる。 な お,   D

PI 法に よって もそ の最 大誤差 値は20% 前後で， 十 分実

用に供し うる。


